○○　年　月　日
設計等業務実績報告書
	設計路線名
	

	

	契約内容
	業務名称
	

	
	契約年月日
	

	
	履行期間
	

	

	
	調査業務実績

	
	
	私有地調査
	変更無し・変更有り↓
（調査延長　　　ｍ→　　　　ｍ）

	指示月日：Ｈ 　. 　. 　

	
	設計業務実績

	
	
	布設替
	口径
	変更無し・変更有り↓
（φ　　㎜→　　㎜）
	延長
	変更無し・変更有り↓
（　　　ｍ→　　ｍ）
	指示月日：Ｈ 　. 　. 　

	
	
	布設
	口径
	変更無し・変更有り↓
（φ　　㎜→　　㎜）
	延長
	変更無し・変更有り↓
（　　　ｍ→　　ｍ）
	指示月日：Ｈ 　. 　. 　

	
	
	撤去
	口径
	変更無し・変更有り↓
（φ　　㎜→　　㎜）
	延長
	変更無し・変更有り↓
（　　　ｍ→　　ｍ）
	指示月日：Ｈ 　. 　. 　

	
	
	仮管設計
	口径
	変更無し・変更有り↓
（φ　　㎜→　　㎜）
（φ　　㎜→　　㎜）
	延長
	変更無し・変更有り↓
（　　　ｍ→　　ｍ）
（　　　ｍ→　　ｍ）
	指示月日：Ｈ 　. 　. 　

	
	測量業務実績

	
	
	　　　測量
	変更無し・変更有り↓
（　　　　→　　　　）

（φ　　㎜→　　㎜）
	指示月日：Ｈ 　. 　. 　

	
	
	　　　測量
	変更無し・変更有り↓
（　　　　→　　　　）

	指示月日：Ｈ 　. 　. 　

	
	
	　　　測量
	変更無し・変更有り↓
（　　　　→　　　　）

（　　　　→　　　　）
	指示月日：Ｈ 　. 　. 　

	
	備　　考

	
	

	注１　測量業務及び調査業務は本市からの実施指示があった場合のみ、「有り」にチェックを入れ実施実績数量を記入すること。
　２　設計業務は、契約図書に記載のある路線毎に記入し、契約以降に本市から指示があった場合のみ、変更後の口径、延長を記入すること。この場合、変更前の口径及び延長は契約時のものとすること。ただし、契約時に含まれていなかった業務を当局からの指示により追加した場合も、追加して実施した口径及び延長を記入すること。この場合、変更前の口径及び延長は空欄とすること。
　３　設計口径は、設計路線名の口径とする。
　４　設計延長は、原則、工事起点から工事終点までの直線水平延長として、主体管路から分岐する管路で10m未満のものは設計延長には含めないこと。
　５　私有地調査延長は、施工範囲にしめる未認定道路延長とする。
　６　変更が有る場合は、水道局管路図に変更点を明示し、別紙として添付すること。
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